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椙山女学園大学附属小学校は、寸人間になろう」の理念を掲げ、100 年の伝統を誇
る椙山女学園の初等教育を担い、59 年の歴史を刻 んできた。そして現在、新たな地
球時代を見据え√「椙小ルネサンス」として、学校改革を進めている。
その改革の中でも、共に学び、具に生きる心を育み、子どもたちの優れた能力を伸
ばし、豊かな心情と態度を育てるために、国際教育、環境教育、芸術活動などの活性
化を図っている。そして、国際教育に関七ては、1 年間かけて行ったブルキナファソ
国への机と椅子の支援交流プロジェグェト、オーストユラリアとのホームステイ及びテレ
ビ 会議交流などを展開している。=同時に、環境教育では、ユ学校にあるビオト プー の活
用、東山動物園＼と連携した絶滅危惧種のニホンメダカ里親プロジェクトへの参加、。さ
らに、地域の歴史や自然を探究するプ ロジjエクトやフィールドワークなどと活動が広
がってきた。これらの活動を全校児童の主体的な意識形成や参加態度を促すために、
学級社会自体の学びのコミユニティペの変革、協同的な学び合いによる学びの深まり、
そして、共生意識と態度形成を目指して、「宇宙船地球号カリキュラム1 をつくろう
としている。さらに、学年の壁を越えたホールスクールアプローチの実践を行い、21
世紀の地球時代を生きる人類にとっての地球観・世界観を表す極めて象徴的な概念で
ある「宇宙船地球号（Spaceship Earth ）」をメイ ン千メージに、「水と生活」をテー
マに、音楽や表現活動を取り入れながら、大陸間を越えた子どもたちの活動へとつな
げていぐ考えである。　　　　ご　　ノ　　　　　。。・。。・　。。　　　　　　　　・。・。・。
これらの学校改革と教育実践は、現在、国連及び文部科学省がたいへん重視してい
るESD （持続発展教育・Education for Sustainable Development ）の具現化ともいえる。
そして、このESD の教育実践の核 になっているユネスコスクールへの登録、世界的
なネットワークへの参画を目指している。
そこで、上記のような総合的な学習の時間における活動や特別活動を中心とした教
育実践と共に、ボウ ルズクールアプローチと七て、教科学習とのつながりを明確にし、
本校の教育課程の作成へ反映させることが重要となる。このような背景のもと、こ の
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ESD の視点と教科教育のつながりの明確化、特に社会科と理科を中心とした研究課
題に、本校の教務主任桧原道晴と研究主任川野幸彦との3 名で取り組むことにする。
h 
1 ESD 
と こ れからの学校教育
（1） 地球時代の進展と「宇宙船地球号」　　　　　　　　　　　　　　　　 ニ　　＼
グローバル化と多文化化か併存して進む地球時代を迎えた現在、地球上では、環境
問題、気候変動、自然災害、開発と貧困、健康、人権、平和、食糧、エネルギー、地
域社会の衰退、都市のスラム化など様々な問題が生起七ている。このような複雑な問
題を抱えた地球社会と人々が地球上に多様な環境のもと独自な文化を培ってきた地域
社会を持続可能なものにすることが人類にとって課せられた大きな使命である。
この地球的な視点の危機意識は、1960 年代から70 年代にかけての時代背景と関わ
りながら、経済学者のケネス・E ・ボールディング（Kenneth E. Boulding ）と建築
家であり、思想家のバックミンスター・フラー（R. Buckminster Fuller ）によって提
唱された「宇宙船地球号（Spaceship Earth ）」の概念によって象徴的にあらわされ、
広がったのである。この概念は、地球をひとつの宇宙船としてみなし、地球上で生き
る私たちは、この同じ宇宙船の乗組員であると考えるのである。　　　　　　　　　し
ボールディングは、1965年に「宇宙船としての地球（Earth as a Space ship）」を書き、
1966 年にワシントンで開かれた未来資源研究所で、「来るべ き宇宙船地球号の経済学
(The Economics of Coming Spaceship Earth ）」と。いう論文を発表し、無限の貯蔵所
がある開かれた地球から、貯蔵所を持たない一つの宇宙船としての閉じた地球への移
行が必要と述べ、まさにエコロジカルな経済活動への先駆けとなった。　　　　　■㎜■
バックミン不ター・フラーは、『宇宙船地球号 操縦マニュアル（operating Manual
for Spaceship Earth ）』1）においてレ 化石燃料や原子力エネルギーに依存ずることへ
の警告とエネルギー供給母船「太陽号」等、クリーンエネルギーヘの移行を提示した。
（2）ESD とユネスコスクール　　　　し
このような地球や地域が抱える課題に対して、より大きな視野で、人間と自然、人
間と社会の問題を理解し、自分とのつながりを考え、持続可能な開発のために行動す
る人、行動できるスキルをもった人を育てることが地球時代の教育の大きな課題とな
ってきたのである。この課題に立ち向かう教育として、ESD （持続発展教育）が生ま
れたのである。つまり、ESD は、持続可能な社会づくりのための担い手づくりの教
育であり2）、:ESD の実践には、次の2 つの観点が重要である。
①人格の発達や、自立心、判断力、責任感などの人間性を育むこと
②他人との関係性、社会との関係性、自然環境との関係性を認識し、「関わり」、「つ
ながり」を尊重できる個人を育むこと
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そのため、環境教育、国際理解教育等の持続可能な発展に関わる諸問題に対応する
個別の分野にとどまらず、環境、経済、社会の各側面から学際的かつ総合的に取り組
む必要があるといえる。
こ のESD を推進する核 になる学校 とし て、 ユネスコスクールがある。ユネス
コ（国 連教 育科 学 文化 機関:United Nations Educational, scientific, and Cultural
Organization; UNESCO ）は、ユネスコ憲章の前文にある「戦争は人の心の中で生ま
れるものであるから、人の心の中に平和の砦を築かなければならない」という言葉に
表されているように、世界平和の実現と人類福祉の向上、そして、世界の教育の普及
と発展に寄与しているレ もちろん冷戦時代の国家間の対立のように戦後の世界状況に
影響された面もある。その動向を簡単にたどってみると、国家主義への反省から、国
際主義を強く打ち出した1950 年代前半の「世界市民性教育」から、米ソの東西対立
の影響を受け、1950 年代後半の諸国の国民教育を重視した「国際理解と国際協力の
ための教育」へ、更に、1970 年代に入り、発展途上国での人種・人権問題、先進国
での環境汚染問題などが広がり、世界の共通問題も、人口・食糧・資源・エネルギー・
環境等と深刻なものになってきて、1974 年11 月、第18 回総会において、「国際理解、
国際協力および国際平和のための教育ならびに人権および基本的自由についての教育
に関する勧告」（Education for International Understanding, Co-operation and Peace
and Education relating to Human Rights and Fundamental Freedoms ）を採択した。
その後、理念と各国の事情、実践との隔たり、ポスト冷戦時代の課題などの問題を抱
えてきたユネスコは、新たな時代の教育の在り方を検討し、1995 年に、「平和、人権、
民主主義のための教育」を総会で採択したのである3）。
また、ブラジルのリオデジ ヤ・ネイロで開催された地球サミット （1992 年）におい
て「持続可能な開発」（Sustainable Development ）概念を提起七、ついに、2002 年、
南アフリカ共和国で開かれたヨハネスブルグ・サミットで、ESD （持続可能な開発の
ための教育;  Education for Sustainable Development ）として提唱したのである。そ
して、2005 年から、世界全体での取り組みとして「ESD の十年」を展開しているの
である。日本では、文部科学省が、このESD を「持続発展教育」と名称を決め、全
国への展開を図っている。この持続発展教育は、世代間の公正、世代内の公正、公共
の問題に関わり解決するために参加できる市民の育成を目指した教育であり、地球時
代の教育の具体的な実践として具現化されることが求められている。
（3） 持続可能な社会をめざした活動主体の資質形成とホールスクールアプローチ
このESD においては、開発と環境のつながり、世代間のつながり、先進国と開発
途上国のつながりなどがキーワードになる。このつながりを生み出すには、教育のパ
ラダイム転換、つまり、知識伝達型の教育から協同的な学び合いの教育へという教育
の文化変容が必要である。学校教育の現状から新しい教育への転換のためには、教員
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の意識改革や学校組織運営の改革、カリキュラムや教育方法の変革も必要であり、ホ
ールスクールアプローチとしての教育実践が必要ともいえるよ
持続可能な開発は、ACCU  （Asia/Pacific Cultural Centre for UNESCO ） が“Tales
of Hope ” 4）で述べているように、「白然環境と人間活動の調和だけではなく、人々が
互いを尊重し、寛大で暴力 のない平和な社会に向けた取り組み」であり、人々のつな
がりが世代間を越えて地域の中で、そして、/国を越えてつながり合っていくことが重
要であると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
そこで、椙山女学園大学附属小学校では、大学とも連携し、子ども一大学生一大人
の多彩な世代間のつながりと多文化共生の関係づくりを実現した活動を創出する。そ
のために、活動に取り組む子どもの価値観や態度形成、生活様式、大人世代とのつな
がり感、異文化への態度など、公共性や市民性も踏まえて、ESD を通した資質形成
とカリキュラム開発を目指す。これらの教育実践の展開である椙小ホールスクールア
プローチを図示すると以下のようになるよ　　　　　 ダ
椙 山 小 学 校 ホ ー ル ス ク ー ル ア プnr  ― チ
音楽
展示
「 宇 宙 船 地 球 号 」
個人と共生　　地域と地球
合唱劇（オラトリオド「宇宙船地球号」映像
学校空間と学びのしかけ　映像
地 域(Z) 持 続 的 発 展
人間と環境共生ネットワーク
東山メダカプロジェクト
川とどんぐりプロジェクト
地域(覚王山)フィールドワーク
4
地 球CO 持 続 的 発 展
大 陸 間 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク
ブ ルキナフブソ支援交流プロジェクト
オ ース ト ラリ ア交 流 プ ロ ジ ェ クト
チ ェ コ 絵 画 交 流 プ ロ ジェ ク ト
宇宙船地球号カリキュラム
地球社会と私たち　　ES: （ ）　 地球環境と私たち
椙山地球子どもプロジェクトバ1 年生～6 年生）
犬 社 会 科　 理 科
協同的な学び合い　学びのコミュニティ　infusion approach
これらのホールスクールアプロ チーのカリキュラム開発の基礎として、新学習指導
要領の考察と社会科と理科におけるESD との関連を考察する。
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3. 新学習指導要領とESD
（1トESD に関わるキーワード
ＥＳＤず）の掲げる寸ＥＳＤ で大切な視点」からは、寸尊厳・責任・自然・多楡匪・思考・
表現・協力・思い描く・環境容量・実践・参加体験・継続・主体性・関わる」といっ
たＥＳＤ に関わる言葉があげられる。また、国連ＥＳＤ の10 年国際実施計画の中には、
「ＥＳＤ は基本的には分野横断的なものであり、多 様な機関が関与する。」とあること
から、「つながり・協働上という言葉もあげておきたい。さらに、ESD-T は、持続可
能な発展を実現していく身近な場としての「地域」＼を重視している６ こうしたキト ワ
ードをもどに、指導要領や教科書とＥＳＤ のつ ながりについて検証していくことにす
る。
（2）新指導要領に見られるＥＳＤ～旧学習指導要領と新学習指導要領の比較
まず4「総則」部分の比較を七てみた。
新学習指導要領（2008年） 総則
道徳教育は、教育基本法及び学校教育法
に定められた教育の根本精神に基づき、
人間酋重の精袖ど牛命に対する畏語の含
を家庭、学校、その他社会における具体
的な生活の中に生かし、豊かな心をもち、
伝統と文化を尊重し、それらをはぐくん
できた我が国と郷土を愛し、個性豊かな
文化の創造を図るとともに、公共の精神
を尊び、民主的な社会及び国家の発展に
努め、他国を尊重し、国際社会の平和と
発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主
体性のある日本人を育成するため、その
基盤としての道徳性を養うことを目標と
する。
旧学習指導要領（1998年） 総則
道徳教育は、教育基本法及び学校教育法
に定められた教育の根本精神に基づき、
人間酋重の精神と牛命に対する俗話の兪
を家庭、学校、その他社会における具体
的な生活の中に生かし、豊かな心をもち、
管匪豊かな文化の創造と民主的な社会及
び 国 家 の 発 展 に 努 め 、 進 ん で 平 和 的 な 国
際社会に貢献し未来を拓く主体性のある
日本人を育成するため、その基盤として
の道徳性を養うことを目標とする。
その中で、ＥＳＤに関連する内容に下線を付けてみた。すると、新学習指導要領が
いかにＥＳＤを意識し重視しているかがはっきりしてきた。なお、中学校と高校の指
導要領については、この傾向はさらに顕著でありへ 持続可能な社会の実現を目指すな
ど、公共的な事柄に自ち参画していく資質や能力を育成することの重視が明示されて
いる。
4. 小学校社会科の学習指導要領の比較と教科書に見られるESD
（1） 小学校社会科の目標の比較｡･　上‥　 ＼
小学校社会科５年生の目標を比較してみる。
５
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新指導要領　５年生社会科
（１）我が国の国土の様子、坦玄白 還篤
と国民生活との関連について理解できる
ようにし、環境の保全や自然災害の防止
の重要性についての関心を深め、国土に
対する愛情を育てるようにする。
旧指導要領　５年生社会科
（２）我が国の国土の様子について理解
できるようにし、環境ダ禎と全と資源の重
[要性について関心を深めるよ引こする/と
｜ともに、国土に対する愛情を育てる。
トこのように比較してみると、新指導要領では、単に環境教育にとどまらず、持続可
能な社会の構築を目指す子どもの育成を目指していることがよくわかる。
さらに、2008 年に公示された指導要領解説の中には、「持続可能な…」といらた記
述が、小学校版では29 か所、中学校版では46 か所見られ、ＥＳＤを重視し取り組ん
でいこうという強い意志がうかがわれる。
（2）小学校社会科教科書にみられるESD
ここからは、実際に使われている小学校社会科教科書に見られるＥＳＤ を具体的に
取り上げていく。なお、ここで例示する教科書は、「新しい社会　５年下」（東京書籍）
である。
Ａ: 丁3.わたしたちの生活と工業生産」の「②工業生産と工業地域」:　　　　　上
自動車工業を学習し、大工場の様子や関連工場について学んだ後の単元である。こ
こでは、東京都大田区にある中小工場をとりあげている6）。そとで、板金が得意な人
や部品の加工が得意な人が協力し合い、視覚障害者向けの、＼書くと文字が盛り上がる
ペンを開発したことを伝えている。高い品質のものを協力して作ることにより、開発
した工場も、その製品を使う視覚障害者も、共に利益を有することができるよここに
持続可能性が見られる。　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
Ｂ:「3. わたしたちの生活と工業生産」の「③工業生産と貿易」
日本の貿易についての学習において、子どもたちは、7まず日本の輸入について特色
を掴み、続いて輸出について学んでいく。そして、最後に日本の貿易全体についての
特色を学ぶのだが、そこでは日本の利益だけを取り上 げるようなことはしていない。
本文中には、次のような記述がある7）。「輸入することによう て、国内ではつくれな
いものや、国内でつくるよりもずっと安い ものが手に入るこ とはいいことです。しか
し、国内で生産している人々の仕事が減ってしまうこともあります。 輸出
することも、輸出先の国で喜ぶ人がいる一方、その国の産業がおとろえることがあり
ます。」自由貿易についての記述の後にも、「しかし、自由な貿易によってこまる人た
ちのこともじゅうぶんに考えていく必要があります。」とあるように、双方のことに
ついて考えさせながら、地球的な視野で子どもたちに持続可能な社会のあり方を学ば
せていこうとしているＯ
Ｃ：「くらしを支える製鉄業、石油工業、食料品、せんい工業」
こ こでは、実際に働いている方々の話を載せている8）。業種は違うが、それらの話
６
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に は 共 通 点 が あ る 。 ま ず 一 つ 目 は 、 製 造 者 側 の 考 え や 意 図 が 明 確 に 示 さ れ て い る こ と
で あ る 。 二 つ 目 は 、 消 費 者 側 や 環 境 に 対 す る 配 慮 が あ る こ と 。 三 つ 目 は 、 高 品 質 性 を
目 指 す こ と で 企 業 も 環 境 も 維 持 で き 、 さ ら に は 従 業 員 の 意 欲 や 責 任 に つ な が る と い う
こ と が あ ら わ れ て い る こ と で あ る 。 資 料 か ら は 、 諸 産 業 に は 現 世 代 だ け で な く 将 来 世
代 に 対 す る 責 任 が あ る と い う こ と も 学 習 者 に 伝 え よ う と し て い る こ と が よ く わ か る 。
D く 「4. 情 報 化 し た 社 会 と わ た し た ち の 生 活 」　　 ＼
ご の 単 元 で は 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 新 聞 、 雑 誌 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 取 り 上 げ な が ら 、
各 メ デ ィ ア の 特 徴 や 利 便 性 や 不 利 益 性 な ど を 学 習 し 七 い く9 ）。
報 道 は
、
生 活 に お お い
に 役 立 つ が 、 情 報 被 害 と い っ た こ と も 起 き る 危 険 性 を は ら ん で い る と い う こ と を 伝 え
て い る の だ 。 そ う す る こ と で 、 学 習 者 に は 、 問 題 の 本 質 を 見 抜 く 力 や 批 判 す る 思 考 力
が つ い て く る 。 ま た 、P73 の 資 料 で は 、 学 習 者 の 生 活 は 、 情 報 に 囲 ま れ て お り 、 そ の
活 用 方 法 も い ろ い ろ と 考 え な け れ ば な ら な い こ と を 示 し て い る 。 つ ま り 、 こ の 単 元 で
は 、ESD-J の 掲 げ る 「 多 様 な 価 値 観 を 認 め 尊 重 し て い く 力 」 や 「 多 様 な 立 場 ・ 世 代 の
人 々 と つ な が り 学 ん で い く こ と の で き る 力 」 が 育 ま れ て い く と 考 え ら れ る 。
E: 「5. わ た し た ち の 生 活 と 環 境 」　　　　　　　　　　　　 ‥
こ の 単 元 で は
、
ま ず 「 ① わ た し た ち の 生 活 と 森 林 」 に お い て
、
世 界 遺 産 「 白 神 山 地 」
を 取 り 上 げ な が ら 森 林 （ 水 源 林 ） を 守 っ て い く こ と の 重 要 性 を 伝 え て い る10 ）。 こ の
学 習 か ら は 、ESD-J の 示 す 寸ESD で つ ち か い た い 価 値 観 」 の 中 に あ る 「 人 は 自 然 の
一 部 で あ る 」 と い う 考 え 方 を 認 め る こ と が で き る 。　　　　　　I　　　　　　　　 。　　　
ふ
ま た 、 「 ② 環 境 を 守 る わ た し た ち 」 に お い て は 、
鴨 川 に 対 す る 京 都 市 の 環 境 保 全 活
動 を 取 り 上 げ て い る 。 鴨 川 に お け るBOD 値11 ） の 推 移 や そ こ に 根 付 く 産 業 の 様 子 な
ど も 掲 載 さ れ て い る 。 そ の 後 に は 、 高 度 経 済 成 長 と 環 境 悪 化 に も ふ れ ら れ て お り 、 学
習 者 は 歴 史 的 な 背 景 を 知 る 。 そ し て 、P100 で は 、
「 地 球 温 暖 化 防 止 国 際 会 議1997 年 」
で 採 択 さ れ た 「 京 都 議 定 書 」 が 取 り 上 げ ら れ る 。 学 習 者 は 、 こ こ で 地 球 の 環 境 容 量 に
つ い て 考 え て い く こ と に な る
○　　　　　　　　　　ダ　　
・　　。　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●
さ ら に 、
「 ③ 自 然 災 害 を 防 ぐ 」 で は
、
各 都 道 府 県 や 自 治 体 で 行 わ れ て い る 防 災 事 業
や 取 り 組 み を 取 り 上 げ な が ら 、 学 習 者 の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 っ て い る 。 そ こ か ら 、
ESD-J の 掲 げ る 「 自 分 が 望 む 社 会 を 思 い 描 く 力 」 が 育 ま れ る と 考 え ら れ る 。
こ の よ う に 教 科 書 を 見 て く る と 、
前 述 のA ～C の よ う に
、
各 単 元 で 取 り 上 げ ら れ
る 資 料 を 通 し てESD の 考 え 方 を 探 求 さ せ る 場 合 と 、D の よ
引 こ 単 元 内 容 がESD に 関
わ る 場 合 と 、 さ ら に 、E の よ う に 単 元 全 体 がESD に 直 結 し て い る 場 合 が あ る こ と が
わ か る 。
h
小学校理科の学習指導要領の比較と教科書lこ見られるESD
（1）学習指導要領の比較と考察　 十
比較に当たり、小学校理科の目標と第3 学年と第5 学年の目標を次に引用した。
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新学習指導要領
第１日標
自然に親しみ，見通しをもって観察レ実
験などを行い，問題解決の能力と自然を
愛する心情を育てるとともに，自然の事
物・現象についての実感を伴った理解を
図り，科学的な見方や考え方を養う。
第2＼各学年の目標及び内容
〔第３学年〕
(2)身近に見られる動物や植物，日なたと
日陰の地面を比較しながら調べ，見いた
した問題を興味・関心をもって追究する
活動を通して，生物を愛護する態度を育
てるとともに 生物の成長のきまりや体
のつくり，生物と環境とのかかわり，太
陽と地面の様子との関係についての見方
や考え方を養う。
〔第５学年〕
(2)植物の発芽から結実までの過程，動物
の発生や成長，流水の様子，天気の変化
を条件，時既 水量，自然災害などに目
を向けながら調べ，見いだした問題を計
画的に追究する活動を通して，生命を尊
:重する態度を育てるとともに 生命の連
続性，流水の働き，気象現象の規iIJ既に
ついての見方や考え方を養う。
旧学習指導要領
第１日標
自然に親しみ，見通しをもって観察，実
験などを行い，問題解決の能力と自然を
愛する心情を育てるとともに自然の事
物・現象についての理解を図り，科学的
な見方や考え方を養う。
第２　各学年の目標及び内容
〔第３学年〕
(1)身近に見られる動物や植物を比較しな
がら調べ，見いだした問題を興味・関心
をもって追究する活動を通して，生物を
愛護する態度を育てるとともに 生物の
成長のきまりや体のつぐり，生物同士の
かかわりについての見方や考え方を養
う。　　　　　　　　　　　　　　　‥
〔第５学年〕
(1)植物の発芽から結実までの過程，動物
の発生や成長などをそれらにかかわる条
件に目を向けながら調べ，見いだした問
題を計画的に追究する活動を通して，生
命を尊重する態度を育てるとともに 生
命の連続性についての見方や考え方を養
うレ
下線: 新旧で異なる部分 新しく加えられた部分
第]ﾚ目標でESD に関わる部分
旧学習指導要領と大きく異なってきたのは、新学習指導要領において第１の目標に
おいて「実感を伴った」という言葉が加えられている点である。理科は多岐にわたる
自然や物質についての学習であり、これまでは理科を暗記科目と見る人も多く、保護
者の言葉からも、そういったニュアンスを感じることがある。ト
そこで、子どもたちが実感しやすいように大きく学習内容の改編をさせた。そのた
めに内容についても、旧学習指導要領では、Ａ生物とその環境、Ｂ物質とエネルギー、
Ｃ地球と宇宙の３つであったのに対して新学習指導要領では大きく変更され、新学習
指導要領では、Ａ物質とエネルギー、Ｂ生命・地球の２つとなっている。生物とその
周りの宇宙も含めた環境とを切り離して考えることができない、互いが関わり合って
いることを強く発信しているといえる。
第２の各学年の目標と内容では、３年生の旧学習指導要領の目標は「生物同士のか
かわり」 であったが、新学習指導要領においては「生物と環境とのかかわり」となり
非常に大きな視野で見ることができるようになった。生物同士だけでなく、山や川、
８
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暑さや寒さ……自然の全体を考えていけるようになった。　　　 六 大
これまで4 年生で自然の中の水の姿の変化を学習していたが、新学習指導要領では
自然の中の水の蒸発、空気中にふくまれる水蒸気、結露など、天気の様子とも関連づ
け、これまでより身の回りの水の変化を実感しやすいようになっている。
5 年生の目標では、寸時間、水量、自然災害」という言葉が加えられている。生物
と環境の関わりをこれまで以上に詳しく考えていくことが求められている。「自然災
害」は生物の命や活動に大きな影響を及ぼすものであり、自然の学習の大切な部分で
もあるという考えが出されている。
6 年生では、丁生物 と環境」という項目において、旧学習指導要領では「食物連鎖」
について扱 わないこととあったが、新学習指導要領においては、寸生物の間には、食
う食われるという関係があること」が明示されている。生物同士が互いに他の生物の
大切な食物という環境になっていることも考えていくべきなのであろう。
さらに、大 きぐ変わったのは、第3「指導計画の作成と内容の取扱い」において、1 （2ド
観察、実験の結果を整理する学習活動や科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明
したりするなどの学習が充実するよう配慮すること。（4）第1 章総則の第1 の2 及び
第3 章道徳の第1 に示す道徳教育の目標に基づ き、道徳の時間などとの関連を考慮し
ながら、第3 章道徳の第2 に示す内容について、理科の特質に応じて適切な指導をす
ること。という2 つの新しい項目が加えられている。
上
丁（2）ではレ「実感を伴づた」観 察 。、実験をしたままに終わらせず、自分なりに整
理する時間を確保したり、調べた事柄を説明したりする機会を設定するということで
ある。/理科の現教科書の最後には3 年生は「話す・かんさつ・きろく・七 らべる・ま
とめ」、4 年生では千話す 。ニ観察・記録…・調べる・発表・実験器具の使いかた」、5 ・6
年生も同様な項目を扱うページが大幅に増えている。発達段階に応じて、国語等で扱
ってきた事柄にも踏み込んだ内容になづている。　　　　　　　　　　 ＼
1 （4）については、ただ理科の知識を学ぶのではなく、生き方や道徳的価値や生き
る力にかかわる学習を重視しているという方向が示されてい名。
しここまで見てくると、「合科」や「総合的な取り組み」の考え方が大きく示されて
いることがわかる。理科を理科だけとして扱うのではなく、言葉の美しさ、日本の美
しい自然環境、生命の尊厳やつながり、自然への畏敬の念……を理科の学習内容から
も子どもたちが感じていくことができるように指導していかなければならない。
（2） 小学校理科教科書に見られるESD　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　
「
ESD は、「持続可能な社会の担い手を育む教育」である。そのために、「環境教育、
エネルギー教育、国際理解教育、世界遺産や地域の文化財等に関する教育、その他関
連する教育を持続可能な社会の構築の観点からつなげ、総合的に取り組むことが必要
です」とある12）。理科は特にエネルギ六教育と環境教育で深くESD と関わる科目で
ある。A 物質とエネルギーについての分野では、エネルギー教育と深く関わるだけ
9
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でなく、自然環境や、身近な事柄、地域教育にも目を向けるように考慮している。B
生命・地球という分野では生物・生命や宇宙も含めた自然環境について扱う部分が多
い6 その中でも特徴的な扱いを探してみた。なお、ここで例示する教科書は寸みんな
と学ぶ　小学校理科　3 年・4年・5年・6年」（学校図書）である。　＼　　　　 上
①教科書に見られる人どの「関わり」、「つながり」　　　 ‥　 上　 ‥‥‥　‥
各学年の教科書の最後に「話す・しらべる ‥‥‥‥」などのページが大きな比重を占
めて設けられている。理科で学んで得た知識や実感をしたこと、自分なりに考えたこ
となどを、個人の中だけにとどめず、友達にも伝えていくことがESD の「関わり」、「つ
ながり」を尊重できる個人を育むことになるからである。そのためにはコミュニケー
ションカを高める必要もあり、4年生の教科書のように「じょうずな諭しかたのこつ」
のページ13）があり、理科で学習したことを伝える上手な方法をあげている。自分の
考えが聞く人 に伝わりやすいよ引こ順を追って話すこと、また「科学的な言葉」を使
っでいくよ引 こ示唆をしている。発表のページ14）では、発表する人だけでなく、ニ聞
く人にも「聞く人は、 わかるときはうなずいたり、わからないときはしつもんしたり
すると、話す人 も話しやすくなるぞ。」という示唆があり、コミュニケーションの大
切さ、I丁 関わり」、千つながり」をはっきり示す記述がある。　　 ∧
②丁宇宙船地球号」
6 年生の教科書の目次の次に丁宇宙船地
球号」が載っている15）。美しい自然の中
にたくさんの生物が息づいていることを感
じさせるような文章が添えられている。人
が自然に関わるときには、美しい自然を損
なわないようにすることの大切さを示唆し
ている。他の動物や植物も宇宙船地球号の
同じ乗組員なのだから、お互いが関わると
きには、自分自身も含めたかけがえのない
命を大切にしていくべきだ。地球全体を考えていくということで、国際理解教育にも
つながる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
③理科における総合的な取り組み　　　　　　　　　　 し　ニ
3 年生の教科書をまず開くと埼玉県幸手市のサクラ並木と菜の花畑の写真が大きく
目に入る。左上には工藤直子の「すみれいろこもりうた丁の詩が載っている。右には
幸手市の位置が日本地図の上にポイントされている。これは他の学年でも同様で、4
年生は沖縄県石垣島の海に江口あけみの「雲」、5 年生は富山県立山町の水田と山な
みに金子みす ヽゞ｀の「水と影」、6 年生は青森県横浜町の風力発電の風車と菜の花畑に
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まど・みちおの「きこえてくる」が載っている。
これまでも写真の隅には、地名が記載されていたが日本地図が描かれてポイントが
してあることで、よりその場所が分かりやすい。どの写真も大変美しい風景であり、
そこに美しい詩が加わることで子どもたちはよりイメージを膨らませることができ
る。このように、社会や国語など教科学習とつながり、世界遺産や地域の文化財等の
地域学習にもつながり、さらに、美しい自然を守ろうという道徳にもつながっていく。
6 年生の「てこのしぐみとはたらき」の最後には16ソ ①重い石を動かす（愛媛県今治
市卜 ②みつをしぼり出す（香川県東かがわ市）など、従来の物理的な分野の学習です
ら、地域の学習につながる記述が見られる。
④身近な環境や品物
6 年生の「水溶液の性質」17）では、身近を飲み物や薬の背景に、沖縄県石垣島の海
中の写真が掲載されている。従来の教科書では、水溶液というと初めからビーカーや
試験管が大きく掲載されていたが、この教科書では、身近な飲み物や海、川、雨など
環境を意識させる取り扱いをしているのである。
[6.
おわ㈲ニ
学習指導要領と教科書の分析を通して、社会科においても理科においても、T宇宙
船地球号」のグローバルな視点と地域のローカルな視点を併せ持った複眼的な視点や、
現象を要素として分解して見るよりは、様々な要素を結びつけてホリスティックに見
る見方の育成も目指されていることがわかった。さらに、教科が教科にとどまらず、
他教科や道徳・総合学習などとうながる展開がいたるところにみられたのである。こ
のような教育のねらいや方向性は、学習指導要領の目標でもある「生きる力」や21
世紀の国際的な標準学力としてある「キー・コンピテンシー」の育成へと教科学習
を誘っていくどいえる。さらに、しESD は、環境教育、人権教育など、従来の○○教
育のような枠を作るアプローチではなく、地球と地域の持続可能な社会の担い手を育
むという21 世紀の人類に課せられた目標が、枠を越えてすべての教育課程において、
染み込むようなインフュージョンアプローチヘと導くのである。それは、学校教育を
単なる知識の伝達と習得の場ではなく、学び合いのコミュニティを生み出し、地域や
地球の出来事に主体的にかかわるアクティブ・シティズンシップをもった人間に成長
させる場へと変革させる教育であり、単に授業だけではなく、学校組織や運営も含め
た学校教育全体の改編を求めるのである。
椙山女学園大学附属小学校においては、21 世紀の新たな時代を見据え、学園の理
念である「人間になろう」を踏まえ、ホールスクールアプローチとして、学校づくり
を行っていきたいと考えている。そのためにも、今回の研究で分かったESD と社会
科と理科とのつながりから見えてくる新しい側面を生かして、総合的なカリキュラム
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宇土 泰寛・川野 幸彦・松原道晴／ESD （持 続発展教育） と社 会科 ・理科教育のっ なが り
である「宇宙船地球号カリキュラム」の開発を目指していきたい。そして、2014年
秋に愛知・名古屋で開催される 下国連持続可能な開発のための教育（ESD ）の10 年」
最終年会合（主催ユネスコ旧 本政府）へつながる教育実践を創出したいと考えている。
・ ・・|・lk
l≪
1 ）バ ッ クミ ン ス タ ー・フ ラ ー（R.  Buckminster Fuller ）『宇 宙 船 地球 号 操 縦 マ ニ ュ ア ル（operating
Manual for spaceship Earth ）』 芹 沢 高 志 訳 筑 摩書 房2000 年
2 ）「 国 際協 力 イニ シ ア テ ィ ブ　 大 学 の知 を活 用 し たESD 国 際 協力 モ デ ル の 形 成」 パ ンフ レ ッ ト
文部 科 学省
3 ）Declaration and Integrated Framework of Action on Education for Peace, Human Rights
and Democracy （ 日 本国 際 理 解教 育 学 会1997 『国 際 理 解教 育3 』創 友 社）
4 ）ACCU  （Asia/Pacific Cultural Centre for UNESCO ）“Tales of Hope Grassroots Activities of
ESD in Asia and the Pacific" 2007
5 ）ESD-J ＝特 定 非 営 利 活 動 法 人 「 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 の10 年」 推 進 会 議 （Japan
council on the UN  decade of Education for Sustainable Development ）
6 ）「新 し い 社 会科5 下 」（東京 書 籍 ）P27
7 ）「新 し い 社 会科5 下 」（東京 書 籍 ）P37　　　　　　　　　　　　　　　　 し
8 ）「新 し い 社 会科5 下 」（東 京 書 籍卜PP40-53
9 ）「新 し い 社 会科5 下 」（東 京 書 籍 ）PP54-81
10）「新 し い社 会科5 下 」（東 京 書 籍 ）PP82-113
11）BOD 値 とは、「生物化学的酸素要求量」（Biochemical
12）「ユ ネスコスクールと持続発展教育（ESD ）について」
13） みんなと学 ぶ小学校理科4 年 （学校図書）P154
14） みんなと学ぶ小学校理科4 年 （学校図書トP159
15） みんなと学ぶ小学校理科6 年 （学校図書）P6
16） みんなと学ぶ小学校理科6 年 （学校図書）P84
17）みんなと学ぶ小学校理科6 年 （学校図書）P127
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